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いずこの村も、いつの時代にあっても

外から訪れる「漂泊の人」がいました。

薬売り、行商人、修験者、旅芸人、獅子舞、香具師、、、

様々に行き交う人たちが、

村に新しい〈風〉を運んでくれたことは

想像に難くありません。

もちろん、「漂泊の人」も

「定住の人」から学んだ智恵や技術を

今度は〈雲〉となって別の村に伝えたことでしょう。

現代の「漂泊の人」は新たな形で蘇っています。

大学もまた「漂泊の人」のひとりです。

「漂泊の人」と「定住の人」が、互いに

深いところでの信頼感でつながれたとき、

人も地域も自立する条件ができたと言えるでしょう。

そのような自覚と栄誉をもって、臨みたいと思います。

今後のお知らせ、詳細などは http://souraku.net/manabi/

京都大学問い合わせ先：教育実践コラボレーション・センター
〒 606-8501 京都市左京区吉田本町　京都大学大学院教育学研究科
TEL:075-753-3075

野殿・童仙房問い合わせ先：野殿童仙房生涯学習推進委員会
〒 619-1401 京都府相楽郡南山城村大字童仙房小字三郷田 199 番地 2
会長　中村富士雄／副会長　西村秀俊
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 「地域通貨」を知ろう③
　　こどもが地域通貨を循環させる試み――こどものつくるまち「ミニさくら」

　暖かい日の午後、たくさんのお札のようなものをもったこどもがおばあちゃんとベンチに座って会話している。

　「自分で働いてもらったの」「うん」と言って、こどもは少し誇らしげにお札のようなものをひらひらさせた。

　「偉いね」とおばあちゃんは誉めた。これは、こどものつくるまち「ミニさくら」での光景だ。

　今年もこどものつくるまち「ミニさくら」は千葉県佐倉市のアイアイモール（中志津中央商店街）で開かれた。ドイツのミュンヘンで夏

休みの 3週間「ミニ・ミュンヘン～子どもだけが市民になれる街～」という“こどもがつくるまち”が行われており、これに触発された“こ

どもがつくるまち”が日本各地で行われており、その先駆的な事例「ミニさくら」は 2002 年から開かれている。

　「ミニさくら」の仕組みは、まず、こどもは受付で 500 円を払い、「市民証」をもらい、職安で求人票をみて、自分のしたい仕事を探す。

それから、その仕事の場所に行って仕事をおしえてもらい、仕事を終えると「市民証」に仕事時間を書き込んで貰う。そして、銀行へいっ

てこのまちの通貨「モール」と交換し、今度はお店などで遊んだり、食べたりできるというものだ。

　冒頭の光景はこうして孫がまちの通貨「モール」を稼いだことに対しておばあちゃんが誉めた言葉だった。

　「ミニさくら」には店ばかりでなく、市役所や警察、清掃局、新聞社などもある。この間でいろいろな仕事が生まれていく。こどもたちの

意見でまちの規則が決められ、運営されていく。こどもたちはこのようにして「働く」ことや「まちをつくる」ことを体験しながら覚えていく。

　このようなこどものつくるまちは全国各地で行われている。

　2006 年 1月に行われた「子どもがつくるまち“ミニさくら”・ハッピーワーク―“子どもたち

の参加で地域通貨を循環させる試み”のご報告」（主催　お母さんの地域通貨会議）には盛岡から

福岡までの各地で子どもがつくるまちを運営しようとしているひとが集まった。ここでは、「子ど

もがつくるまち“ミニさくら”」、「ミニいちかわ 2005」の 10代スタッフが「こどもがつくるまち」

について語り、多くの質問もそこに集中した。「こどもがつくるまち」の 10代スタッフから「子

どもがつくるまち」の参加者のこどもと大人のスタッフや「保護者」の間に立って 10代スタッフ

が「こどもがつくるまち」をサポートしていることがなどが語られた。このようにこどもが地域通

貨を循環させる試みは全国に広がっている。それは、こどもから 10代スタッフへ、そして、おと

なへ、そして、現実のまちへとつながっていく。このこどもたちが大人になったら、社会は変わっ

ていくだろう。 長岡素彦  Motohiko NAGAOKA　地域情報研究所・ジャーナリスト

風の便り
　　旬と素材の味を活かした料理を童仙房の地で！　

　畑から採ったばかりの野菜、摘んだばかりの新茶、おいしい水から作られたお米――これらを使ったプロの料理人による料理を

味わってもらう「授業」を旧野殿童仙房小学校で行います。受講生は主として京都大学と奈良女子大学の学生です。

　ねぎ、キャベツ、しいたけ、筍、トマト、……その時々の旬の素材を活用し、「和食本来の出汁と素材の持つ旨みを大切にした」

料理が受講生に振舞われる予定です。料理とその説明をしてくださるのは、銀閣寺近くの創作和食料理店 sun-aid Eisuke の店主、

阿山哲生さんです。スーパーマーケットに並べられている野菜やコンビニの出来合いのお弁当しか知らない都市で生まれ育った学

生達がどのような反応を示すか興味津々です。そしてなによりも、素材にこだわった本格的なプロの味を堪能できることを今から

楽しみにしています。

　また、この「授業」の前に中村富士雄野殿区長より「野殿・童仙房の生活」についての「講義」があります。この「授業」はひ

とつの実験的な試みですが、成功すれば学生達だけでなく、もっと多くの人たちに喜んでいただけるように定期的に実施すること

も考えています。

　　　講 義 ：「味覚と他の感覚を重ねあわす――もうひとつの生涯学習」

　　　講 師 ：阿山　哲生 (sun-aid Eisuke 店主 )

　 　 と き ：6月 9日（土） 11：00 ～ 16：00

　　　ところ：旧野殿童仙房小学校

　　　主 催 ：〈ローカルな知〉研究会

　　　後 援 ：野殿童仙房生涯学習推進委員会
名物「穴子豆腐」

様々な地域通貨



〈知ること〉と〈すること〉を同時に学ぶ

　京都大学大学院教育学研究科の野殿・童

仙房地区での活動は、いよいよ 2年目を

迎えました。今後 5年間継続して様々な

生涯学習の実践と研究活動に取り組んでい

くことを改めて表明したいと思います。

　昨年 12月 8日の「寄り合い」で翌年度

以降の活動計画の概略の説明を行いまし

た。そして、そのなかで出されたいろい

ろな貴重なご意見を踏まえて、本年 1月

26-27 日の生涯学習推進委員会において、

1年間の総括を行い、右の表のような活

動プランを考えました。この活動計画は

あくまで予定ですので、今後修正したり、

変更したりすることもあることをご承知

おきください。

　組織体制面のことを言えば、野殿・童仙房での取組をいっそう充実するために、4月から本学研究科内に「コラボレーション・セ

ンター」を立ち上げ、そのなかに「教育空間創造ユニット」という部門を設けました。『風と雲の便り』の発行元の名称が変わった

のはそのためです。

　研究と実践面においては、今年度から特に強調

したいのは、子どもの問題です。子どもの問題と

いうと、すぐに学力問題を思い起こしますが、子

どもの成長や発達は、知識の習得だけで捉えられ

るものではありません。かといって、心の問題だ

けを別々に切り離して扱うことも不適切です。な

ぜなら、子どもはトータルな存在として、そこに

生きているからです。

　子ども達がこの社会に生きていけるようにきち

んとした知識を身につけて育ってほしいと願い、

同時にやさしさを備えた人として成長してほしい

と願うことは矛盾することでも、欲張りなことで

も何でもありません。「たくましくなければ生きて

いけない。やさしくなければ生きる甲斐がない」

のです。

　生きた知識と知恵を身につけること、そして同

時に、いのちに向き合い、いのちを見つめること

のできる子どもに育つためには、〈知〉が〈体験〉

に裏打ちされていないと無意味だと考えます。そ

してそのような場として、野殿・童仙房はとても

よい条件が備わっているのではないでしょうか。

それらを具体的な実践例を挙げて図にしたものが

左の図です。決定したものではありませんので、

何らかの議論の参考になれば幸いです。徐々にプ

ログラムとして実現していく予定です。
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土の体験
田植えをする、稲刈りをする
茶摘みをする、野菜作りをする

木の体験
原生林に入る、茸取りをする
猟場で猪や鹿を追う

水の体験
地下水を掘る、水遊びをする
川で魚釣りをする

火の体験
火起こしをする
キャンプファイヤーをする

闇の体験
夜の闇を身体で知る
星を眺める

土の知
農学と地域について学ぶ

木の知
森にまつわる民話を聞く

水の知
森と海、都市と農村を結ぶ
川と水の話を聞く

火の知
エネルギーについて学ぶ

闇の知
火を囲んで、
森の長老から村にまつわる話を聞く
星の科学を学ぶ

昼

夜

体験 知

写真中央が小出氏
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2007 年度活動予定表（案）

知と体験の相関図

里山のがっこう 小出譲 Yuzuru KOIDE アルファコープおおさか

――がっこうのはじまり、運営、特徴
　1997 年に山梨県白州郷牧場で、第 1回なつのがっこうを開催したのが、始まり

です。小学校1年生から中高生までの子どもたちが、4泊5日の間生活を共にします。

　運営は、組合員スタッフ、組合員外スタッフ、大学生リーダーたちが行ってい

ます。これら関係者も参加費を支払って、参加しています。みんな対等の関係でがっ

こうを考えたいからです。

――場所が子どもたちの生きる力を育む
　共通のキーワードは「我々が子どもたちを育てるのではなく、場所が子どもたち

の生きる力を育むのだ」です。「場所」とは、次の４点です。

　〈生産過程があること〉

　卵の集卵、野菜の収穫、鶏の解体、竹を切り出しての食器作りなどを通じて、人間はたくさんのいのちの支えあいによって生

きていることを学びます。

　〈豊かな自然・里山があること〉

　集落の中で、自然に親しみ、生活をし、感性を育みます。

　〈共同で生活を作ること〉

　異学年 5、6名に大学生リーダーを基礎単位として生活します。共同生活のなかで、自分の役割を自覚し、他人への配慮、信頼、

協調性を養い、人と人との結びつきの大切さを学びます。

　〈授業の場ということ〉

　「教えるものと教えられるものと生きた教材、この 3者の交流の場が授業である」というのが、がっこうの金森校長の考えられ

る授業です。「勉強は面白いんだ」「不思議なもの、未知のもの」との出会いが感動を呼び覚まし、より深い勉強へと子どもたち

を導く。そんな授業を作りたいと考えています。

――がっこうの子どもたちの変化
　竹の食器作りの上手な青年は、子どもたちの憧れの的になりました。この青年は 2年間引きこもりをしていました。班の話し

合いの場でも無口で溶け込まなかった小学校 4年生は、一緒に行った山登りで、何かをつかみ凛とした姿をみせました。

――自然や人との結びつきの中で作られる生きていく力
　このような学びの力は、論理や知識だけでは説明がつきません。生きていく力は、自立した個人の成熟だけではなく、自然や

人との結びつきのなかで作られると感じています。

［「〈ローカルな知〉」研究会・「京都生涯学習研究会」共催による

2007 年 3月 14日、同志社大学での報告をまとめたものたものです。］


